






改革市民会議会派視察旅行行程表 

 

 

 日付 時刻 スケジュール 備考 

1日目 
12月 21日 

（火曜日） 

5：30 石狩出発 

※１ 

7：50 千歳発 JAL500 9：30羽田着 

10：15 羽田発 JAL909 13：15那覇着 

15：00 
那覇港管理組合 2階大会議室 

（概要説明 20分） 

15：45 那覇港総合物流センター視察（45分） 

17：30 ホテル到着（那覇市） 

2日目 
12月 22日 

（水曜日） 

8：45 ホテル出発 

 

10：00 恩納村役場 表敬訪問（30分） 

11：00 恩納村文化情報センター視察（60分） 

14：00 あまわりパーク 視察 

17：30 ホテル到着（那覇市） 

3日目 
12月 23日 

（木曜日） 

10：00 ホテル出発 

 
11：35 那覇発 JAL904 13：45羽田着 

14：30 羽田発 JAL519 16：00千歳着 

18：00 石狩着 

 

※１ 初日の予定では、那覇空港到着後に多少時間があるため、15 時から空港に近い那覇港

管理組合で、貨物量増大への取り組みを視察する予定だった。しかし、出発前夜の大雪による

高速道路の除雪作業のため、新千歳空港へは、出発時刻の 20 分前までに到着できず、次便で

の案内となった。さらに、羽田空港での乗換後、搭乗した那覇行きの便も遅れ、那覇港へ辿り

着いたのは16時30分となってしまい、視察は中止せざるを得なかった。 
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行政視察報告書 

 

１ 出張用務   先進地視察 

２ 出 張 地       沖縄県恩納村、うるま市 

３ 出張期間   令和３年１２月２１日（火）～１２月２３日（木） 

４ 参 加 者     改革市民会議 ６名 

５ 視 察 先 

（1）恩納村（人口 11,099人(R3.11) 市域面積 50.83km） 

 ① 恩納村文化情報センターについて 

【調査項目】 

1） 文化情報センターの利用状況および施設の内容について 

【内 容】 

 平成 27年の開館当初から 68,000人の入館者があり、その後も新型コロナの感染

流行まで、毎年約 80,000 人もの入館者があった。住民にとって長く待ち望んだ図

書館であるが、開館当初から住民以外の利用者も多い。恩納村は、万座毛などの観

光スポットも多く、県内屈指の観光・リゾートのまちである。その観光情報も提供

する複合施設として整備したことで、利用実績も高い。一方で、住民にも意識は向

けられており、夜間利用の要望に応え、ナイトシネマや星空観察会などのイベント

も実施されていた。 

 センターの２階が図書館機能としてのフロアで、郷土書コーナーを有するほか、

海を眺めながら読書ができるリーディングカウンターがあった。１階は観光情報フ

ロアとなっており、お気に入りの観光情報を集め、自分だけのマイマップを作るこ

とができるフィールドナビ等がある。視察当日は雨で残念な空模様ではあったが、

３階は展望室となっていた。 

 【所 感】 

  図書館建設にあたり、観光を明確にターゲティングし開設したことで、高い利用

実績に結びつけることができていると感じた。文化情報センター周辺には、博物館

とおんなの駅なかゆくい市場があり、それぞれの施設を徒歩で行き来できる立地と

なっている。文化情報センターの裏は海であるが、海を眺めた読書だけでなく、潮

だまりがありフィールドワークもできる。図書館は国民の教育と文化の発展に寄与

することを目的するが、博物館も国民の教育、学術及び文化の発展に寄与すること

を目的とする。それぞれが各自で事業を進めるのではなく、恩納村では、図書館と

博物館が連携し、人を呼び込む仕掛け(イベント)を展開していた。石狩市も含め多

くの都市でも予算措置の少ない社会教育事業に対し、今後の効果的であるべき方向

を指し示しているように感じられた。 
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（2）うるま市（人口 125,689人(R3.11) 市域面積 87.01km） 

 ① あまわりパーク歴史文化施設について 

【調査項目】 

1） あまわりパーク歴史文化施設の展示内容・方法について 

【内 容】 

    2000 年に「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の１つとして勝連城跡が世界遺

産に登録された。この世界遺産登録を機に、観光需要の高まりから勝連城跡の周辺

も整備され、今回、歴史文化施設がオープンとなった。 

       当施設は勝連城跡に道路を挟んで目の前に建てられた歴史文化施設で、勝連城跡

から発掘された出土品を展示するだけではなく、当時の勝連グスクの様子を再現し

た巨大ジオラマや大迫力の Live コンテンツ、映像コンテンツを堪能できるライブ

シアターも完備されていた。 

 【所 感】 

  文化遺産の展示方法に大変感心した施設だった。多くの文化施設では、出土品が

貴重な財産として大事に展示され、学芸員がいないとその当時の背景もわからない

まま終わってしまうことが多い中、勝連城にまつわる物語をライブパフォーマンス

で伝えるコンテンツを用意するなど、この地域の文化的魅力を非常に感じさせる展

示方法になっていると感じた。 

  地域内で歴史的な出土品がみつかると、それをテコに地域おこしができないかと

考えがちだが、それを見学しに来る人は、出土品が貴重だから見学したいというの

ではなく、多くの方は、その当時の歴史的背景やその時代に生きた人物を感じてみ

たいからではないだろうか。 

文化遺産の紹介が当時の出土品だけでなく、民衆に信頼が厚く海外貿易によって

地域に繁栄をもたらした 10 代城主の阿麻和利に焦点を充てて、ライブパフォーマ

ンスも交えた展示方法は、当時の人物像に大きな魅力を与え、その地域の文化遺産

を一層強く感じてみたいと思わせる。文化遺産を観光と両立させて後世に伝える保

存方法の１つであると感じられた。 

 

※  那覇港管理組合【視察中止】 

  初日の予定では、那覇空港到着後に多少時間があるため、15時から空港に近い那

覇港管理組合で、貨物量増大への取り組みを視察する予定だった。しかし、出発前

夜の大雪による高速道路の除雪作業のため、新千歳空港へは、出発時刻の 20 分前

までに到着できず、次便での案内となった。さらに、羽田空港での乗換後、搭乗し

た那覇行きの便も遅れ、那覇港へ辿り着いたのは 16時 30分となってしまい、視察

は中止せざるを得なかった。 


